
至 福島

至 宇都宮

サイクルツーリズム推進のための取組

快適で安全安心にサイクリングができる環境の整備

栃木県

○走行環境整備
・ルートに路面表示と案内看板を設置。

・路面表示は矢羽根（100m間隔を基本）、誘導
（交差点）、案内（5km間隔）の３種類。案内
看板は路面表示と併せ誘導、案内の２種類。

走行環境整備状況

那須塩原
サイクルステーション

サイクルイベント
「ぐるとち」（左）

「やいた八方ヶ原ヒルクライムレース」（右）

県北地域サイクルツーリズム推進協議会
(https://www.pref.tochigi.lg.jp/h03/jitensya/kenhokucycle.html)
・走行環境整備やサイクリストの受入環境の充実、情報発信の強化等を連携して実施
・メンバー（学識者、観光事業者、サイクル関係団体、交通事業者、通過市町、道路管理者、行政）

ポータルサイ（トップページ・県北ページ）

県北ページURL
https://www.tochigiji.or.jp/cycletourism/kenhoku/

ルートマップ

○利用環境整備
・道の駅にサイクルラック、空気入れ、メンテナンス工具、ルートマップ
を順次設置。

○情報発信・広報
・県観光情報サイト内にポータルサイトを設置し、ルートマップと観光情
報を総合的に発信。

・ルートマップには距離や高低差、難易度、観光情報等を掲載し、道の駅
や観光施設にて配布。

○サイクリングルートの活用
サイクリングルートを活用した各種自転車関連イベントの開催。

○那須連山の雄大な景色や温泉、牧場、また那珂川や田園風景、社寺等の地
域資源を巡り、安全に自転車で周遊できる環境を構築

○プロサイクルロードレースチームを始めとした、有識者を交えた協議会に
おいてルートを設定


	栃木県サイクリングルート“ナス1（イチ）”

